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２
月
は
児
童
手
当
・
児

童
育
成
手
当
の
支
払
月
で

す
。２

月

日
（
水
）
に

１５

１０

～
１
月
分
の
手
当
を
指
定

の
口
座
に
振
り
込
み
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

子
育
て
推

進
課
助
成
係

児児
童
手
当

児
童
手
当
・・

児
童
育
成
手

児
童
育
成
手
当当

のの
支支
給給

ン
テ
ィ
ア
団
体
登
録
手
続

き
が
必
要
な
内
容
も
あ
り

ま
す
。
登
録
の
条
件
や
方

法
等
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
市
民
活
動

推
進
課
、
同
セ
ン
タ
ー
☎

・
７
１
６
３

２３

動
に
関
す
る
総
合
的
な
相

談
▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活

動
の
場
を
提
供

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活

動
団
体
に
関
す
る
情
報
の

収
集
と
提
供

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活

動
団
体
に
係
わ
る
人
材
の

青
梅
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ

か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
市

民
活
動
を
始
め
よ
う
と
考
え

て
い
る
人
や
す
で
に
行
っ
て

い
る
活
動
に
関
し
て
、
総
合

的
な
相
談
や
情
報
の
収
集
・

発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
ス
タ
ッ
フ
一
同

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

開
館
日
時

月
～
土
曜
日

午
前
８
時

分
～
午
後
５

３０

時

分
１５

※
祝
日
、
年
末
年
始
は
休
館

所
在
地

東
青
梅
１
―

―
１７７

３
青
梅
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階

主

な

活

動

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活

青青
梅
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ

青
梅
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
いい

自治会を取り巻く現状や課題を踏まえ、自主的に活動する団体としてその活性化のため

にできること、若い世代も取り込んだ地域力向上のための取り組みについて、講演会を開

催します。自治会をはじめ地域活動に参加している皆さん、ご参加ください。

日時 ２月１１日（祝） 午前１０時～正午

会場 市役所議会棟３階大会議室

対象 市民

講師 法政大学法学部教授 名和田是彦氏
な わ た よし ひこ

入場無料 直接会場へ

問い合わせ 市民活動推進課地域支援係

講師プロフィール 東京大学法学部卒業。横浜市立大学、東京都立大学を経て、平成１７年

４月から法政大学法学部部教授。専攻は法社会学、コミュニティ論。総務省新しいコミ

ュニティのあり方に関する研究会座長ほか、

横浜市を中心にコミュニティと住民参加の

実態を研究するとともに、自らも市民活動

団体「まちづくりフォーラム港南」の代表と

して、まちづくり活動を実践している。著

書に「コミュニティの法理論」、「コミュニテ

ィの自治」など。

連携基本協定締結記念講演連携基本協定締結記念講演会会
｢｢自治会の活性化と地域力の向上｢自治会の活性化と地域力の向上｣｣

明明
星
大
学
硬
式
野
球
部

明
星
大
学
硬
式
野
球
部
のの

南南

要
輔
選
手
が
浜
中
市
長
を
訪

要
輔
選
手
が
浜
中
市
長
を
訪
問問

標
に
、
課
題
の
打
撃
や
体
力

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。」

と
活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

浜
中
市
長
は
「
南
選
手
の

活
躍
は
、
子
ど
も
た
ち
の
励

み
に
な
り
ま
す
。
今
後
の
活

躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。」
と

激
励
し
ま
し
た
。

い
た
青
梅
市
少

年
軟
式
野
球
連

盟
の
チ
ー
ム
の

子
ど
も
た
ち
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
埋
ま
っ
た

寄
せ
書
き
が
手

「
２
０
１
６
年
プ
ロ
野
球

ド
ラ
フ
ト
会
議
」
で
楽
天
イ

ー
グ
ル
ス
か
ら
指
名
（
育
成

２
位
）
さ
れ
、
プ
ロ
野
球
選
手

と
な
る
南

み
な
み

要
輔
選
手
（
明

よ
う

す
け

星
大
４
年
）
が
、
平
成

年
２８

１２

月

日
、
浜
中
市
長
を
訪
問

２８
し
ま
し
た
。

南
選
手
は
ド
ラ
フ
ト
指
名

を
振
り
返
り
、「
チ
ー
ム
メ
ー

ト
を
は
じ
め
、
皆
が
喜
ん
で

く
れ
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く

思
い
、
同
時
に
安
ど
の
気
持

ち
も
あ
り
ま
し
た
。」
と
心
境

を
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
か
つ
て
所
属
し
て

産
業
）・
流
通
販
売
（
３
次
産

業
）
を
一
体
化
し
た
農
林
漁

業
の
新
た
な
展
開
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
産
業
の
数
字
を
か

け
て
（
１
×
２
×
３
）
６
次

産
業
化
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

青
梅
市
農
商
工

等
産
業
連
携
事
業
６
次
産
業

化
支
援
委
員
会
☎

・

・

０４２

５３９

４
５
６
６
、
市
農
林
課

メ
ニ
ュ
ー
や
販
売
店
舗
等
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、「
ゼ
ク
ス

東
京
・
青
梅
の
逸
品
」
の
公
式

サ
イ
ト

http://6jika
.vuj.

o
r.jp

/o
m
e
/

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※
６
次
産
業
化
と
は
、
生
産

（
１
次
産
業
）・
加
工
（
２
次

HP

東東

京

・

青

梅

の

逸

品

販

売

東

京

・

青

梅

の

逸

品

販

売

中中

▲名和田是彦氏

育
成

▽
市
民
・
企
業
・
行
政
の
連

携
を
推
進

利

用

で

き

ま

す

▽
会
議
室
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
▽
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
・
ロ
ッ

カ
ー

▽
フ
ル
カ
ラ
ー
印
刷
機
（
有

料
）

※
利
用
す
る
場
合
に
は
ボ
ラ

渡
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
向

け
て
「
野
球
を
好
き
な
気
持

ち
を
忘
れ
ず
に
練
習
や
試
合

等
、
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で

す
。」
と
語
り
ま
し
た
。

南
選
手
は
遊
撃
手
。
今
後

の
抱
負
と
し
て
「
広
い
守
備

範
囲
と
俊
足
が
自
分
の
魅
力

な
の
で
、
支
配
下
登
録
を
目

定
員

先
着

人
２００

費
用
無
料

直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ

総
合
病
院
管
理

課
庶
務
係
緯

・
３
１
９
１

２２

※

年

月

日
の
講
座
に
入

２８

１１

１９

場
で
き
な
か
っ
た
方
へ
午
前

の
部
の
ご
案
内
も
し
て
い
ま

し
た
が
、
中
止
に
な
り
ま
し

た
。

会
場

市
立
総
合
病
院
講
堂

司
会
・
進
行

市
立
総
合
病
院

消
化
器
内
科
部
長

野
口

修
氏

日
本
消
化
器
病
学
会
関
東
支

部
市
民
公
開
講
座
「
知
っ
て
安

心

こ
れ
か
ら
の
胃
・
大
腸
が

ん

検
診
・
治
療
・
療
養
」（
平

成

年

月

日
実
施
）
の
ビ

２８

１１

１９

デ
オ
放
映
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

２
月

日
（
祝
）

午
後

１１

２
時
～
５
時

分
（
１
時

３０

３０

分
開
場
）

※
当
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可

そ
の
他

待
遇
、
福
利
厚
生
に

つ
い
て
は
当
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載

問
い
合
わ
せ

総
合
病
院
管
理

課
庶
務
係
緯

・
３
１
９
１

２２

配
属

外
来
、
病
棟

試
験
日

随
時

申
込
書
の
配
布

総
合
病
院
管

理
課
で
配
布

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

募
集
職
種

助
産
師
、
看
護
師

雇
用
形
態

常
勤
（
夜
勤
月
２

日
以
上
可
能
な
方
）
▽
非
常

勤
（
日
勤
、
夜
勤
専
従
、
勤

務
時
間
相
談
あ
り
）

１
丁
目
、
小
曾
木
３
・
４
丁

目
の
各
一
部

※
該
当
す
る
方
に
は
、
土
地
の

使
用
状
況
や
借
地
関
係
を
確

認
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
下

水
道
事
業
受
益
者
申
告
書
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

下
水
管
理
課
業

務
係

進
め
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
賦
課
対
象
区
域

２９
賦
課
対
象
区
域
は
、
工
事
の

進
ち
ょ
く
状
況
に
よ
り
決
定
し

て
い
ま
す
。
６
月
か
ら
負
担
金

を
納
め
て
い
た
だ
く
区
域
は
次

の
と
お
り
で
す
。

区
域

柚
木
町
３
丁
目
、
富
岡

市
で
は
、
快
適
な
生
活
環
境

づ
く
り
の
た
め
、
下
水
道
の
整

備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

下
水
道
の
整
備
は
、
市
の
財

源
の
ほ
か
に
国
や
都
か
ら
の
補

助
金
や
借
入
金
を
受
け
る
と
と

も
に
、
土
地
所
有
者
や
権
利
者

に
費
用
の
一
部
を
負
担
し
て
い

た
だ
く
「
受
益
者
負
担
金
」
で

青梅市自治会連合会と市はさらなる連携強化を図るため、

協定を締結しました。この協定は、自治会連合会および市の

連携強化に向けた基本的な事項について定めるとともに、協

働による取り組みの指針を定めるものです。

自治会は行政と協働して防犯、防火防災、交通安全、環境美

化等の地域の課題に取り組み、安全安心かつ快適な地域コミ

ュニティの形成に大きく貢献してきました。しかしながら、

一方では自治会加入率は低下傾向にあり、地域コミュニティ

の希薄化が危惧されています。

このたびの協定締結を契機に、長年にわたり協力関係を積

み重ねてきた自治会連合会と市とのさらなる連携強化を図

り、協働による取り組みを推進していきます。

１月１９日に市役所において、協定締結式を行いました。ま

た、市と自治会組織がこのよ

うな包括的な連携協定を締結

することは、東京都２６市で

は初めての取り組みです。

問い合わせ 市民活動推進課

地域支援係

「「青梅市自治会連合会と青梅市と「青梅市自治会連合会と青梅市とのの
連携基本協定」を締結しまし連携基本協定」を締結しましたた

下下
水
道
事
業
受
益
者
負
担

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金金

平平
成成

年
度
賦

年
度
賦
課課
対
象
区
域
に

対
象
区
域
に
つつ
いい
てて

２９２９

知知
っ
て
安
心

こ
れ
か
ら
の
胃
・
大
腸
が

知
っ
て
安
心

こ
れ
か
ら
の
胃
・
大
腸
が
んん

検

診

・

治

療

・

療

検

診

・

治

療

・

療

養養

市市
立
総
合
病

市
立
総
合
病
院院
看
護
職
員
募

看
護
職
員
募
集集

農
業
者
と
商
工
業
者
が
連
携

し
た
、
６
次
産
業
化
事
業
に
対

す
る
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、
青
梅
産
の
大
豆
で
作
っ
た

豆
腐
・
豆
乳
・
醤
油
を
使
用
し

た
限
定
メ
ニ
ュ
ー
が
、
市
内
の

飲
食
店
で
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。


